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母親の加齢が次世代に与える影響については「卵子の老化」として知られる
が、父親側のリスクについては、これまであまり着目されてこなかった。近年
の神経発達障害患者の増加の背景となる生物学的要因の一つとして、結婚年齢
の上昇等に伴う父親の加齢が挙げられ、父側の生殖細胞の状態が子どもの神経
発達症発症リスクに寄与するという報告が増えている。
本講義では加齢に伴う雄性生殖細胞のエピジェネティックな変化とその次世

代への影響について紹介したい。


